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論文内容の要旨
1997年6月.児壷栴紙法の大幅な改.iEがされた。本研究は，これをはさんで，児童相松施策がどのよう
な変化を遂げようとしているのかを，列車偏祉施設を中心に検討したもので，児童福祉政策の展開と児童
福祉法の改正〈第1部)，児童福祉法の改正と児童福祉施設の課題(第2部)，新たな児童福祉の創造(第
3部).の3部で構成されているo
第 l部は，法改正に主る原因となった現代の子ども家庭をとりまく問題を多角的にとらえ.本研究の導
入部として位置づけられる第i章(現代社会と児童家庭福祉問題)，明治期以降の社会福枇施策の展開にお
ける児童福祉施策の位置づけを明らかにするとともに，第2次世界大戦後の社会福祉施設の動向を明らか
にした第2章(社会福祉施策の展開と児童福祉)，協救規則l以降の児童福祉関係法制における児童福祉施設
および児童相談所の位置づけを明らかにした第3章〈児童福祉法の展開:児童相談所と児童福祉施設を中
心に).1997年の法改正の背皐;と関係機関の動向を整理した第4章(児童福祉法改ifの背黒ーと経過)，法改
iF.の特徴的な点とその意味， さらには残されたあるいは新たに発生した当面の課題:ilこ論究した第5章
(児童福祉法改正のポイントと評価)，の5章で構成されている。
第2部は，保育所に関連する法改iFの評価と個別問題として，①選択利用命IJ，②地域子育て支援センタペ
③夜間保育所，④過疎地の保育所.を検討した第6章(児童福祉法の改正と保育所の課題)，児童養護施設
に関連する法改正の評価と制別課題として，①lJー ビングケア，②ケアの小規模化.③施設生活満足度，
を検討した第7章(児童福祉法の改正と児童養護施設)，それ以外に法改正の影響を受けた施設として，①
児童自立支援施設，②情緒障害児短期治療施設，③母子生活支援施設.④虚弱児施設，⑤児童家庭支援セ
ンタペについて個々に法改if-_の評価と伺別課題を検討した第8章(児童福祉法改正とその他の児童福祉
施設の課題).の3章で構成されている。
第3部は，ギリシャ時代以降の子どもの権利保障の歴史を，特iこジュネーブ立言，児童権利宣言，児童
の権利に関する条約を中心に検討しその特徴を明らかにした第9章(子どもの権利保障の歴史)，児童福
祉サービスの中心的な埋念となる自立援助と権制擁護について検討した第10章(自立支援と権利擁護)，筆
者独白の児薫福祉の将来像を模索するもので，本論文の刑題にある iTども家庭福祉論ー|の構築に向けて
の謀題，某本枠組みて字を明らかにし これを「子ども家庭福祉論(試論)Jとして提示した第11草(児童福
祉から子ども家庭福祉へ).の3章で構成されている。
論文審査の結果の要旨
第1部で明らかにされた点は，大きく以下の3点であるo
第1は，今Hの児童福祉サービスにおいては，社会的養護と家庭養護との総合化，子育て家庭支援サー
ビスの推進，援助目標としての白立支援の明確化，などが必要であることの指摘である。これらの課題は，
主として一般の資料を，育つ子ども自身.育てる親，教育環境としての学校，育む環境としての地域社会
という四つの視点から整理するなかから抽出されたものである。
第2は，今日の社会福祉の特徴が政策にあるということの指摘である。社会福祉の原初形態には，椙互
扶助，宗教行為，政策(国家)という「ウチ」指向の行為と， iソト」指向のヒューマニズム(人間の根源
的愛)の四つがあり，これらが時代状況の中で，相互に補完しあいながら人間の生活を支えてきた。現代
社会の特徴は，このうち，政策としての社会福祉にあるというもので，これが相互扶助や宗教，民間活動
までも巻き込んだ総合的な展開をしていることを理念的に明らかにしている。
第3は，今日の社会福祉施設は，在宅福;止と施設福祉を一元的にとらえた地域福組志向を強めているこ
とが，実践的にも政策的にも認められることの指摘である。とりわけ，戦後の社会福祉施設の展開を社会
福t.ltの諸立法を基に年次的に整理し.措置入所・通所施設の時代，障害者・高齢者福祉領域を中心に在宅
生活者の生き甲斐や多様な生活を保障しようとする利用期施設創設の時代， さらには1'E宅~援護者の介護
サービスを中心を提供する施設創設の時代と大きく 3段階で発展してきたこと， また，児童福祉施設も今
日.在宅福組サービス志向を強めていることを明らかにしている。
第2部で検討された点は，以下の三点である。
第 1の保育.所制度の今後の課題としては.①選択利用制に利用者の満足度を与えるための量的充実，属
類の充実，質の向上，②都市部を中心とした待機児対策の実施.③末就学児の半数を越える在宅子育て家
庭への支侵の拡充，を指摘している。これらを実現するための施策として，地域了育て支援センターや夜
間保育所の必要性，公営保育所の社会福祉法人委管，過蔽地の保育のあり hー などを，独自の調査に基づい
て検討している。
第2の児童養護施設の今後の課題としては， 1)ービングケア，ケアの小規模化などを論じている。 1)ー
ビングケアに閲する検討では，わが|刊において，インケアとアフターケアが分離していることを指摘し
両者をつなぐものとしてのリービングケア概念の必要性を長凶のモデルをもとに検証している。また，入
所児童の調査をもとに，施設生活の満足度を高めるJ法としての，子どもの怠見の尊重を指摘している。
ケアの小規模化では，グループホームの生活が優位であるのか否かを検証したが，一般的な検証方法では
これは明らかにならず，再度 l分な統制を行って比較する必要性があるという課題が残った。
第3の治療・教育志向型の施設である。児輩日立支度施設，情緒障害児短期治療施設および虚弱児施設
については，情緒障害児短期治療施設を除いて，児童福祉法の改正が必ずしも現実的な提案をしていない
ことを指摘している。とりわけ虚弱児施設については，結果的にほとんどが児童養護施設に吸収合併され
ることになったが，これをより社会的に必要とされている情緒障害児短期治撮施設に展開することで，解
決されると考えられる課題を，各種の資料や統計を用いながら明らかにしている。
第3部で試論として提案されている子ども家庭福祉論は，以下のような枠組みで検討されているつ
寸こども家庭福祉論の核を形成するのは，子どもをどのような存在としてとらえるのか，すなわち子ども
観である。児童福祉サービスは，それぞれの時代における r-どもの権利保障のために存在してきた。歴史
的課題の整理の中から.筆者ーは，近代社会において了どもは.貧困からの保護，労働搾取からの保護，教
育を受ける権利という三つの大きな権利を認められること，さらに現代に入り. このような生存権的基本
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権や凶家以前の権利から，社会権などの日常的生活権.さらには意思をもっ個人としての権利なども認め
ていく方向を明らかにしている。これを，ジュネーブ宣言，児童権利宵言， !見積の権利に関する条約とい
うfどもの権利保障の歴史と，国際人権規約の息味を対比する中で.区l式的に示している。
子ども家庭福祉論試論は，援助観，援助対象，援助;δ法，援助資源という四つの基本的構成要素を中心
に構成されている。援助観においては，保護的視点と自立援助の視点. さらには実際的なサービスの利用
場面においては，多様な権利擁護制度が必要であることを具体的に提案している。また， 利用者あるいは
構拍こ的利用者を合めた明確な援助観の欠落が，現代の児童福祉サー ビスの最大の欠陥であることを指摘し
それを克服するものと して，援助の指標化や科学化.援助者と被援助者の関係を監視あるいは見守る第三
者機関の設置が必~である ことを明らかにしている。
本論文は.司王者の20午.にわたる児曹福祉施設研究乞児童福祉法の改正と関連させながら整理.検討し
たものである。また， 本論文の一部を構成している挺案は， すでに施策化されてお り，現実的な研究とい
うこ とができる。その視野の広さ，関連資料の教理の視点，個別課題の実証性さらには提案の現実性など
を総合的に判断した結果，本論文は，博 L(学術)の学位を授与するに怖するものと認める。
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